
 

 

第４回医薬品科学講座（令和７年？月？日（？））開催予定 

【会場】信州大学工学部内 

【実施方法】 対面およびオンライン（ZOOM）   

 

１３：３０～１４：５０（講演６０分間、質疑２０分間） 

講師：〇〇 〇〇先生（〇〇〇〇大学） 

題目：〇〇〇〇〇〇〇〇  

概要：〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇。 

１５：００～１６：２０（講演６０分間、質疑２０分間） 

講師：〇〇 〇〇 先生（ 〇〇〇〇 株式会社 ） 

題目：〇〇〇〇〇〇〇〇 

概要：〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇。 

 

【申込方法】参加をご希望の方は、下記、お問合わせ先（事務局）まで１）～７）

をご記入いただき、E メールをご送付ください。 

１）参加者氏名、２）会社名・大学名、３）所属部課、４）連絡先住所、５）連絡

先 Tel、６）連絡先 Email、７）受講形式（対面・オンライン） 

＊オンライン参加の方には、申込後、事務局より Zoom URL、ID、パスコードを

メールにてお送り致します。 

【申し込み〆切】令和７年？月？日（？） 



【問合せ先】信州大学工学部コロイド＆界面科学研究センター（CoLLIS） 事務局 

信州大学工学部物質化学科 酒井俊郎研究室内 

Email: collisshinshu@gmail.com 

Tel: 080-2552-0958 

 

第３回医薬品科学講座（令和６年６月１４日（金））開催 

【会場】信州大学工学部内信州科学技術総合振興センター （SASTec）3F 会議室 

【実施方法】 対面およびオンライン（ZOOM）   

 

１３：３０～１４：５０（講演６０分間、質疑２０分間） 

講師：小林 伸行先生（東京慈恵会医科大学） 

題目：節足動物媒介性ウイルスの脅威  

概要：節足動物媒介性ウイルスとは、蚊やマダニ等の節足動物が吸血することによって感染するウ

イルスの総称である。近年、日本においても温暖化も一因となり、この感染症が増加している。本

講演ではその脅威を概説する。 

 

 

１５：００～１６：２０（講演６０分間、質疑２０分間） 

講師：宮野 貴之 先生（ ロート製薬 株式会社 ） 

題目：「目」と「目薬」を徹底解明! 

概要：視覚をつかさどる「目」は、外界からの情報収集、また相互のコミュニケーションツールの

1 つとして、日常生活に非常に重要な組織です。そして、この重要な組織の治療する薬として「目

薬」が知られています。本講演では、この 2 つにフォーカスして解説します。 



 

 

 

第２回医薬品科学講座（令和４年６月１７日（金））開催 

【会場】信州大学工学部内国際科学イノベーションセンター（AICS）2F セミナースペース 

【実施方法】 対面およびオンライン（ZOOM）   

 

１３：３０～１４：５０（講演６０分間、質疑２０分間） 

講師：大神田 淳子 先生（信州大学学術研究院（農学系）） 

題目：Undruggable な創薬標的に向けた分子戦略  

概要：低分子薬標的の枯渇化が進む中、新たな創薬モダリティの発掘は重要な課題である。本セミ

ナーでは、たんぱく質間相互作用や天然変性たんぱく質等の"undruggable"(創薬が困難)な標的分

子の化学制御を目指した我々の研究の一端を紹介したい。 

 

１５：００～１６：２０（講演６０分間、質疑２０分間） 

講師：長濱 徹 先生（大正製薬株式会社 セルフメディケーション開発研究所） 

題目：医薬品の研究開発について 



概要：医療用医薬品及び一般用医薬品を中心に研究開発について概略を説明する。研究開発の進め

方や検討の視点について触れ、特に一般用医薬品についての差別化ポイントについて説明する。ま

た、当社の開発事例を挙げ、研究者として必要な知識や心構えについてもお伝えしたい。 

 

 

第１回医薬品科学講座（オンライン）（令和３年 7 月 27 日（火））

開催 

「有機化学はすごい！」 

講師：戸田泰徳（信州大学工学部物質化学科） 

 

１０：２０～１１：１０「有機化学の基礎」 

１１：２０～１２：１０「合成医薬品をつくるために」 
  


